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(57)【要約】
　逆接続保護装置及びこれを備えるバックアップ電源で
ある。逆接続保護装置は、第１及び第２の導入端と、第
１及び第２の導入端にそれぞれ対応付けられた第１及び
第２の導出端と、を定義する充放電インターフェース（
２）、充放電インターフェース（２）の第１の導入端に
結合され、二次電池（１）の充放電を制御するため、二
次電池（１）の正極に結合するよう適応している電池制
御モジュール（７）、充放電インターフェース（２）の
第１の導出端と、負荷（４）の正極及び外部の電源（３
）の正極との間に結合されるよう適応しているスイッチ
ユニット（５）、スイッチユニット（５）に結合される
スイッチ制御モジュール（６）、及び、電池制御モジュ
ール（７）、負荷（４）及び外部の電源（３）にそれぞ
れ結合されるよう適応している起動モジュール（８）、
を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１及び第２の導入端と、前記第１及び第２の導入端にそれぞれ対応付けられた第１及
び第２の導出端と、を定義する充放電インターフェースであって、前記第２の導入端は、
バックアップ電源の二次電池の負極に結合するよう適応しており、前記第２の導出端は、
負荷の負極及び外部の電源の負極に結合するよう適応している充放電インターフェース、
　前記充放電インターフェースの前記第１の導入端に結合され、前記二次電池の充放電を
制御するため、前記二次電池の正極に結合するよう適応している電池制御モジュール、
　前記第１の導出端と、前記負荷の正極及び前記外部の電源の正極との間に結合されるよ
う適応しているスイッチユニット、
　前記充放電インターフェースの前記第１及び第２の導出端の電圧に従って前記スイッチ
ユニットを制御するため、前記スイッチユニットに結合されるスイッチ制御モジュール、
及び、
　前記外部の電源がオンした後に前記電池制御モジュールを起動するため、また、前記負
荷、前記二次電池及び前記外部の電源のいずれかが逆接続されたときオフされるため、前
記電池制御モジュール、前記負荷及び前記外部の電源にそれぞれ結合されるよう適応して
いる起動モジュール、
　を備える前記バックアップ電源のための逆接続保護装置。
【請求項２】
　前記起動モジュールは、
　前記負荷及び前記外部の電源にそれぞれ結合するよう適応している起動端子、
　前記起動端子に結合される雷保護回路、
　雷保護回路に結合され、前記負荷、前記二次電池及び前記外部の電源のいずれかが逆接
続されたとき切断される電圧安定化及び逆接続保護回路、及び、
　前記電圧安定化及び逆接続保護回路にそれぞれ結合される第１及び第２の入力端と、
前記電池制御モジュールに結合される出力端と、を定義する光カプラ、を備える、
　請求項１に記載の逆接続保護装置。
【請求項３】
　前記起動端子は、誤操作防止型の起動端子である、
　請求項２に記載の逆接続保護装置。
【請求項４】
　前記雷保護回路は、
　前記起動端子の一端に結合される一端を有する第１のキャパシタ、
　前記第１のキャパシタに直列に接続され、前記起動端子の他端に結合される一端を有す
る第２のキャパシタであって、前記第１のキャパシタと前記第２のキャパシタとの接続点
が接地される前記第２のキャパシタ、
　前記起動端子の前記一端に結合される一端を有する第１の電流制限抵抗器、
　前記起動端子の他端に結合される一端を有する第２の電流制限抵抗器、
　前記第１の電流制限抵抗器の前記他端に結合される第１の磁気ビーズ、及び
　前記第２の電流制限抵抗器の前記他端に結合される第２の磁気ビーズ、を備える、
　請求項２に記載の逆接続保護装置。
【請求項５】
　前記雷保護回路はさらに、直列に接続された前記第１及び第２のキャパシタに並列に接
続される第３のキャパシタを備える、
　請求項４に記載の逆接続保護装置。
【請求項６】
　前記電圧安定化及び逆接続保護回路は、前記雷保護回路の前記第１の磁気ビーズに結合
されるカソードと前記光カプラの前記第１の入力端に結合されるアノードとを有する第１
のダイオードを備える、
　請求項４に記載の逆接続保護装置。
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【請求項７】
　前記電圧安定化及び逆接続保護回路はさらに、前記光カプラの前記第２の入力端に結合
されたアノードと前記雷保護回路の前記第２の磁気ビーズに結合されたカソードとを有す
るツェナーダイオードを備える、
　請求項６に記載の逆接続保護装置。
【請求項８】
　電池制御モジュールは、
　前記第１の導入端に結合されるソースを有する第１の電界効果トランジスタ、
　前記第１の電界効果トランジスタのドレインに結合されるドレインと、前記二次電池の
正極に結合するよう適応しているソースとを有する第２の電界効果トランジスタ、
　第３の抵抗器の非コモン端子が前記第１の導入端に結合され、前記第３の抵抗器及び第
４の抵抗器のコモン端子が前記第１の電界効果トランジスタのゲートに結合される、直列
接続された前記第３及び第４の抵抗器、
　第５の抵抗器の非コモン端子が前記二次電池の正極に結合するよう適応し、前記第５の
抵抗器のコモン端子及び第６の抵抗器が前記第２の電界効果トランジスタのゲートに結合
される、直列接続された前記第５及び第６の抵抗器、
　前記第４の抵抗器の非コモン端子に結合されるソースと、接地されるドレインとを有す
る第３の電界効果トランジスタ、
　前記第６の抵抗器の非コモン端子に結合されるソースと、接地されるドレインとを有す
る第４の電界効果トランジスタ、及び、
　前記起動モジュールに結合される入力端子と、前記第３及び第４の電界効果トランジス
タの各ゲートにそれぞれ結合される出力端子とを有するシングルチップマイクロコンピュ
ータ、を備える、
　請求項１に記載の逆接続保護装置。
【請求項９】
　前記電池制御モジュールはさらに、
　前記第３の電界効果トランジスタの前記ドレインと前記ゲートとの間に接続される第７
の抵抗器、及び、
　前記第４の電界効果トランジスタの前記ドレインと前記ゲートとの間に接続される第８
の抵抗器、を備える。
　請求項８に記載の逆接続保護装置。
【請求項１０】
　前記電池制御モジュールはさらに、前記第１乃至第４の電界効果トランジスタにそれぞ
れ逆並列接続される第３乃至第６のダイオードを備える、
　請求項８に記載の逆接続保護装置。
【請求項１１】
　二次電池、及び、
　　第１及び第２の導入端と、前記第１及び第２の導入端にそれぞれ対応付けられた第１
及び第２の導出端と、を定義する充放電インターフェースであって、前記第２の導入端は
前記二次電池の負極に結合するよう適応しており、前記第２の導出端は、負荷の負極及び
外部の電源の負極に結合するよう適応している充放電インターフェース、
　　前記充放電インターフェースの前記第１の導入端に結合され、前記二次電池の充放電
を制御するため、前記二次電池の正極に結合するよう適応している電池制御モジュール、
　　前記第１の導出端と、前記負荷の正極及び前記外部の電源の正極との間に結合される
よう適応しているスイッチユニット、
　　前記充放電インターフェースの前記第１及び第２の導出端の電圧に従って前記スイッ
チユニットを制御するため、前記スイッチユニットに結合されるスイッチ制御モジュール
、及び、
　　前記外部の電源がオンした後に前記電池制御モジュールを起動するため、また、前記
負荷、前記二次電池及び前記外部の電源のいずれかが逆接続されたときオフされるため、
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前記電池制御モジュール、前記負荷及び前記外部の電源にそれぞれ結合されるよう適応し
ている起動モジュール、
　を備える逆接続保護装置、を備える、
　バックアップ電源。
【請求項１２】
　前記二次電池は、ニッケル水素電池、ニッケルカドミウム電池、又はリチウムイオン電
池である、
　請求項１１に記載のバックアップ電源。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は電源に関連し、特に逆接続保護装置及びこれを備えるバックアップ電源に関連
する。
【背景技術】
【０００２】
　通信システム、インターネットサーバなどの電気機器にとって、連続的な電力供給は非
常に重要である。電力供給の中断が発生したときは、装置の回路を保護するため、バック
アップ電源が起動されなければならない。それゆえ、回路を保護するための電力供給は特
に重要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来、電源が逆接続されたときの回路の保護のために、高圧逆接続保護ダイオード、過
渡電圧サプレッサ（ＴＶＳ）あるいはヒューズが用いられている。しかしながら、ヒュー
ズは溶断すると、取り替えられなければならない。それゆえ保守が不便である。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本開示のひとつの実施形態によれば、第１及び第２の導入端と、前記第１及び第２の導
入端にそれぞれ対応付けられた第１及び第２の導出端と、を定義する充放電インターフェ
ースであって、前記第２の導入端は、バックアップ電源の二次電池の負極に結合するよう
適応しており、前記第２の導出端は、負荷の負極及び外部の電源の負極に結合するよう適
応している充放電インターフェース、前記充放電インターフェースの前記第１の導入端に
結合され、前記二次電池の充放電を制御するため、前記二次電池の正極に結合するよう適
応している電池制御モジュール、前記第１の導出端と、前記負荷の正極及び前記外部の電
源の正極との間に結合されるよう適応しているスイッチユニット、前記充放電インターフ
ェースの前記第１及び第２の導出端の電圧に従って前記スイッチユニットを制御するため
、前記スイッチユニットに結合されるスイッチ制御モジュール、及び、前記外部の電源が
オンした後に前記電池制御モジュールを起動するため、また、前記負荷、前記二次電池及
び前記外部の電源のいずれかが逆接続されたときオフされるため、前記電池制御モジュー
ル、前記負荷及び前記外部の電源にそれぞれ結合されるよう適応している起動モジュール
、を備える前記バックアップ電源のための逆接続保護装置が提供される。
【０００５】
　本開示の他の実施形態によれば、二次電池及び逆接続保護装置を備えるバックアップ電
源が提供される。逆接続保護装置は、第１及び第２の導入端と、前記第１及び第２の導入
端にそれぞれ対応付けられた第１及び第２の導出端と、を定義する充放電インターフェー
スであって、前記第２の導入端は二次電池の負極に結合するよう適応しており、前記第２
の導出端は、負荷の負極及び外部の電源の負極に結合するよう適応している充放電インタ
ーフェース、前記充放電インターフェースの前記第１の導入端に結合され、前記二次電池
の充放電を制御するため、前記二次電池の正極に結合するよう適応している電池制御モジ
ュール、前記第１の導出端と、前記負荷の正極及び前記外部の電源の正極との間に結合さ
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れるよう適応しているスイッチユニット、前記充放電インターフェースの前記第１及び第
２の導出端の電圧に従って前記スイッチユニットを制御するため、前記スイッチユニット
に結合されるスイッチ制御モジュール、及び、前記外部の電源がオンした後に前記電池制
御モジュールを起動するため、また、前記負荷、前記二次電池及び前記外部の電源のいず
れかが逆接続されたときオフされるため、前記電池制御モジュール、前記負荷及び前記外
部の電源にそれぞれ結合されるよう適応している起動モジュール、を備える。
【０００６】
　本開示の実施形態においては、二次電池、電池制御モジュール、充放電インターフェー
ス、外部の電源及び負荷が、メイン充放電回路を構成する。電池制御モジュールは、メイ
ン充放電回路から独立した起動モジュールにより起動され得ることとなり、また、バック
アップ電源のメイン回路のオン及びオフの各状態をスイッチユニットにより制御し、結果
として二次電池及びメイン充放電回路のオン及びオフの各状態を制御するため、メイン充
放電回路が逆接続されたか否かが、スイッチ制御モジュールにより、充放電インターフェ
ースからの電圧出力に従って判別される。メイン充放電回路が逆接続されたとき、メイン
充放電回路はオフされ、結果として、メイン充放電回路の逆接続（すなわち、二次電池、
外部の電源及び負荷の少なくともひとつが逆接続されること）が防止される。本開示の実
施形態に係る、逆接続保護装置及びこれを備えるバックアップ電源は、構造が簡潔で低コ
ストである。
【０００７】
　本開示の実施形態の他の態様及び特長は、以下の明細書の一部において示され、以下の
説明の一部において明らかになり、あるいは、本開示の実施形態の実施から知得される。
【０００８】
　本開示の上記及び他の態様及び特長は、図面と一体をなす以下の説明により明らかにな
り、より容易に理解される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本開示の実施形態に係るバックアップ電源の構造図である。
【図２】本開示の他の実施形態に係るバックアップ電源の構造図である。
【図３】図２に示す電池制御モジュールの詳細な回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本開示の実施形態を詳細に記述する。添付した図面を参照して説明されるこの実施形態
は説明上のもので例示的なものであり、本開示の全般的な理解のために用いられている。
この実施形態は、本開示を限定するものと解釈されてはならない。同一ないし同様の構成
要素、及び、同一ないし同様の機能を有する構成要素には、本明細書を通じて同じ参照番
号を付してある。
【００１１】
　図１－３を参照すると、図１は、本開示の実施形態に係るバックアップ電源の構造図で
ある。図２は、本開示の他の実施形態に係るバックアップ電源の構造図である。図３は、
図２に示す起動モジュールの詳細な回路図である。
【００１２】
　図１から３に示すように、いくつかの実施形態において、バックアップ電源を有する電
気装置には逆接続保護装置が用いられていてもよい。この電気機器は、外部の電源によっ
て駆動されてもよいし、バックアップ電源によって駆動されてもよい。
【００１３】
　実施形態において、逆接続保護装置は、二次電池１を充放電するための充放電インター
フェース２、二次電池１の充放電を制御するための電池制御モジュール７、電池制御モジ
ュール７を起動するための起動モジュール８、スイッチユニット５、及び、スイッチユニ
ット５に結合されるスイッチ制御モジュール６を備える。充放電インターフェース２は、
第１及び第２の導入端と、この第１及び第２の導入端にそれぞれ対応付けられた第１及び
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第２の導出端とを備えており、第２の導入端は、二次電池１の負極（Ｂ－）に結合されて
おり、第２の導出端は、負荷４の負極及び外部の電源３の負極に結合される。電池制御モ
ジュール７は、二次電池１の充放電を制御するため、充放電インターフェース２の第１の
導入端と、二次電池１の正極（Ｂ＋）とに結合される。スイッチユニット５は、充放電イ
ンターフェース２の第１の導出端と、負荷４の正極及び外部の電源３の正極との間に結合
される。スイッチ制御モジュール６は、充放電インターフェース２の第１及び第２の導出
端の電圧に従ってスイッチユニット５を制御するため、スイッチユニット５に結合される
。スイッチ制御モジュール６は、スイッチユニット５のスイッチをオンするか否かを、充
放電インターフェース２の第１及び第２の導出端の電圧に従って決定する。起動モジュー
ル８は、外部の電源３がオンした後に電池制御モジュール７を起動するため、また、負荷
４、二次電池１及び外部の電源３のいずれかが逆接続されたとき起動モジュール８をオフ
するため、電池制御モジュール７、負荷４及び外部の電源３にそれぞれ結合される。
【００１４】
　本開示の実施形態では、二次電池１、電池制御モジュール７、充放電インターフェース
２、外部の電源３及び負荷４が、メイン充放電回路を構成する。
【００１５】
　図２－３に示すように、パワーインターフェース２は、２個の導入端及び２個の導出端
を定義する４端子インターフェースであってもよい。スイッチユニット５は、常開スイッ
チであってもよい。
【００１６】
　図２に示すように、起動モジュール８は、起動端子８３、雷保護回路８２、電圧安定化
及び逆接続保護回路８１、及び、光カプラＵを備える。起動端子８３は、負荷４及び外部
の電源３にそれぞれ結合するよう適応している。雷保護回路８２は、起動端子８３に結合
される。電圧安定化及び逆接続保護回路８１は、雷保護回路８２に結合され、負荷４、二
次電池１及び外部の電源３のいずれかが逆接続されたとき、切断される。光カプラＵの第
１及び第２の入力端は、電圧安定化及び逆接続保護回路８１にそれぞれ結合され、光カプ
ラＵの出力端は、電池制御モジュール７に結合される。
【００１７】
　実施形態のひとつにおいては、起動端子８３は誤操作防止型の起動端子である。
【００１８】
　実施形態のひとつにおいては、雷保護回路８２は、第１のキャパシタＣ１、第２のキャ
パシタＣ２、第１の電流制限抵抗器Ｒ１、第２の電流制限抵抗器Ｒ２、第１の磁気ビーズ
Ｌ１、及び第２の磁気ビーズＬ２を備えている。第１のキャパシタＣ１の一端は、起動端
子８３の一端に結合される。第２のキャパシタＣ２は、第１のキャパシタＣ１に直列に接
続され、第２のキャパシタＣ２の一端は、起動端子８３の他端に結合され、第１のキャパ
シタＣ１と第２のキャパシタＣ２との接続点は接地される。第１の電流制限抵抗器Ｒ１の
一端は、起動端子８３の一端に結合され、第２の電流制限抵抗器Ｒ２の一端は、起動端子
８３の他端に結合される。第１の磁気ビーズＬ１は、第１の電流制限抵抗器Ｒ１の他端に
結合され、第２の磁気ビーズＬ２は、第２の電流制限抵抗器Ｒ２の他端に結合される。
【００１９】
　実施形態のひとつにおいては、雷保護回路８２はさらに、直列に接続された第１及び第
２のキャパシタＣ１、Ｃ２に並列に接続される、第３のキャパシタＣ３を備える。
【００２０】
　実施形態のひとつにおいては、電圧安定化及び逆接続保護回路８１は、雷保護回路８２
の第１の磁気ビーズＬ１に結合されるカソードと光カプラＵの第１の入力端に結合される
アノードとを有する第１のダイオードＤを備える。
【００２１】
　実施形態のひとつにおいては、電圧安定化及び逆接続保護回路８１はさらに、光カプラ
Ｕの第２の入力端に結合されるアノードと雷保護回路８２の第２の磁気ビーズＬ２に結合
されるカソードとを有するツェナーダイオードＺＤを備える。
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【００２２】
　電池制御モジュールは、第１の電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）Ｑ１、第２の電界効果
トランジスタＱ２、直列に接続された第３の抵抗器Ｒ３及び第４の抵抗器Ｒ４、直列に接
続される第５の抵抗器Ｒ５及び第６の抵抗器Ｒ６、第３の電界効果トランジスタＱ３、第
４の電界効果トランジスタＱ４、並びにシングルチップマイクロコンピュータＵ１を備え
る。第１の電界効果トランジスタＱ１のソースは、第１の導入端に結合される。第２の電
界効果トランジスタＱ２のドレインは、第１の電界効果トランジスタＱ１のドレインに結
合され、第２の電界効果トランジスタＱ２のソースは、二次電池１の正極に結合するよう
適応している。第３の抵抗器Ｒ３の非コモン端子は第１の導入端に結合され、第３の抵抗
器Ｒ３及び第４の抵抗器のコモン端子は、第１の電界効果トランジスタＱ１のゲートに結
合される。第５の抵抗器Ｒ５の非コモン端子は二次電池１の正極に結合するよう適応して
おり、第５の抵抗器Ｒ５のコモン端子及び第６の抵抗器Ｒ６は、第２の電界効果トランジ
スタＱ２のゲートに結合される。第３の電界効果トランジスタＱ３のソースは、第４の抵
抗器Ｒ４の非コモン端子に結合され、第３の電界効果トランジスタＱ３のドレインは接地
される。第４の電界効果トランジスタＱ４のソースは、第６の抵抗器Ｒ６の非コモン端子
に結合され、第４の電界効果トランジスタＱ４のドレインは接地される。シングルチップ
マイクロコンピュータＵ１の入力端子は起動モジュール８に結合され、シングルチップマ
イクロコンピュータＵ１の出力端子は、第３の電界効果トランジスタＱ３及び第４の電界
効果トランジスタＱ４の各ゲートにそれぞれ結合される。
【００２３】
　実施形態のひとつにおいては、電池制御モジュール７はさらに、第３の電界効果トラン
ジスタＱ３のドレインとゲートとの間に接続される第７の抵抗器Ｒ７、及び、第４の電界
効果トランジスタＱ４のドレインとゲートとの間に接続される第８の抵抗器Ｒ８を備える
。
【００２４】
　実施形態のひとつにおいては、電池制御モジュール７はさらに、第１の電界効果トラン
ジスタＱ１、第２の電界効果トランジスタＱ２、第３の電界効果トランジスタＱ３及び第
４の電界効果トランジスタＱ４にそれぞれ逆並列接続される第３ないし第６のダイオード
を備える。
【００２５】
　実施形態のひとつにおいては、第１の電界効果トランジスタＱ１及び第２の電界効果ト
ランジスタＱ２はＰ型であり、第３の電界効果トランジスタＱ３及び第４の電界効果トラ
ンジスタＱ４はＮ型である。
【００２６】
　本開示の実施形態に係るバックアップ電源は、二次電池１、及び、上述した逆接続保護
装置を備える。
【００２７】
　以下に、本開示の上述の実施形態と合わせて、逆接続保護装置の詳細な原理を述べる。
【００２８】
　実施に際しては、様々な理由により、負荷が逆接続され、外部の電源が逆接続され、あ
るいは充放電インターフェースが逆接続され得るものであり、これがメイン充放電回路の
逆接続をひき起こし、回路全体が破壊され得る。二次電池などのバックアップ電源１は、
通常の状況下では電力を供給せず、回路に接続されているときに充放電を行うためには、
起動される必要がある。起動モジュール８が外部の電源３により電力を供給された後は、
電気信号が、起動端子８３、雷保護回路８２、並びに電圧安定化及び逆接続保護回路８１
から光カプラＵへと、順次に送信され得て、また、電池制御モジュール７を駆動するため
に、光カプラＵから出力され得る。電池制御モジュール７内のシングルチップマイクロコ
ンピュータＵ１は、電池及びメイン充放電回路をオンまたはオフするよう制御し得る。た
とえば、二次電池１が過充電または過放電のために二次電池１の電気量が不十分であると
きは、二次電池１と充放電インターフェース２との接続が切断されるよう、電池制御モジ
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ュール７のＦＥＴが開く。シングルチップマイクロコンピュータＵ１がオンしたときは、
二次電池１を充放電するよう、メイン充放電回路をオンするため４個のＦＥＴを順次オン
する。
【００２９】
　スイッチ制御モジュール６は、電圧信号をサンプリングするよう構成されたサンプリン
グ回路、及び、サンプリング回路からの電圧信号をテストし制御信号をスイッチユニット
５へと供給するよう構成された制御チップを備える。検出された電圧信号が基準を満たす
とき、制御チップは、メイン充放電回路をオンするため、スイッチユニット５をオンする
よう制御する。メイン充放電回路が逆接続されていないとき、検出される電圧信号は正で
あり、スイッチ制御モジュール６はスイッチユニット５をオンするよう制御する。メイン
充放電回路が逆接続されたとき、検出される電圧信号は負であり、スイッチ制御モジュー
ル６はスイッチユニット５をオフするよう制御し、二次電池１は後続の回路に接続されず
、結果として危険が回避される。
【００３０】
　実施形態のひとつにおいて、第１の磁気ビーズＬ１及び第２の磁気ビーズＬ２は、端子
の静電気を防止し得る。第１の電流制限抵抗器Ｒ１及び第２の電流制限抵抗器Ｒ２は、起
動回路の電流及び雷撃の間の電流の衝撃を制限し得る。第１のキャパシタＣ１及び第２の
キャパシタＣ２は、静電気及びコモンモードの雷電流を解放し得る。第３のキャパシタＣ
３は、静電気及び差動モードの雷電流を解放し得る。起動端子８３が逆接続されたならば
、電圧安定化及び逆接続保護回路８１内の第１のダイオードＤはオンせず、結果として電
圧安定化及び逆接続保護回路８１内の第１のダイオードＤは、起動端子８３の正極及び負
極の逆接続から起こる内部の回路の損壊を防止し得る。電圧安定化及び逆接続保護回路８
１内のツェナーダイオードＺＤは、外部の電源３の電圧が低くあるいは不安定であるとき
の起動モジュール８の反復的なスタートを防止し得る。外部の電源３の電圧がツェナーダ
イオードＺＤの電圧安定値に届かないとき、起動回路はオンせず、電池制御モジュール７
は起動せず、結果として二次電池１はオンしない。
【００３１】
　光カプラＵは、起動モジュール８と二次電池１との間のスイッチとして用いられ得るの
みならず、電気的レベルの差により引き起こされる内部制御システムへの悪影響を防止す
るため、二次電池１を外部の電源３から分離し得る。具体的には、起動端子８３は誤操作
防止型の起動端子であり得る。二次電池１はニッケル水素電池、ニッケルカドミウム電池
、又はリチウムイオン電池である。
【００３２】
　本開示の実施形態に係る、バックアップ電源のための逆接続保護装置を用いれば、電池
制御モジュールは、メイン充放電回路から分離した起動モジュールにより起動され得るこ
ととなり、また、メイン回路全体のオン及びオフの各状態をスイッチユニットにより制御
し、結果として二次電池及びメイン充放電回路のオン及びオフの各状態を制御するため、
メイン充放電回路が逆接続されたか否かが、メイン充放電回路上のスイッチ制御ユニット
により、充放電インターフェースからの電圧出力に従って判別される。その上で、メイン
充放電回路が逆接続されたとき、二次電池及びメイン充放電回路は危険を回避するために
オフされ、結果として、二次電池及びメイン充放電回路の逆接続が効率的に防止される。
本開示の実施形態に係る逆接続保護装置は、構造が簡潔で低コストである。
【００３３】
　説明上の実施形態を示して説明したが、この技術分野の通常の知識を有する者は、本開
示の精神及び原理を逸脱することなく、請求の範囲及びその均等物の範囲にいずれも属す
るような変更、代替及び改良を行い得ることを理解されたい。
【００３４】
（関連出願の相互参照）
　本願は、２０１０年２月２７日に中華人民共和国国家知識産権局（ＳＩＰＯ）に出願さ
れた中国特許出願第２０１０２０１２２６０５．５に基づく優先権及び利益を主張し、そ
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